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製品の名称

材質

課題の名称

収縮率

第63回技能五輪全国大会　プラスチック金型職種　競技課題

パーソナルモビリティ

ポリスチレン 0.5％

2:1

A3

① ② ③ ④ ①+②+③+④

前方 後方

①
②

③
④

・製品の表面にカッターマークや擦り傷がないこと。

・製品の寸法公差は特に指示がない場合±0.03mmとする。

・指示なきRはR1.5mmとする。

・【W】の変更範囲は7～8とする。（0.1mm単位）

・【X】の変更範囲は3.5～4.5とする。（0.1mm単位）

・【Y】の変更範囲は7～8とする。（0.1mm単位）

・【Z】の変更範囲は2.5～3.5とする。（0.1mm単位）
組立寸法

一次提案用22.5
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形状や組立機構の魅力など 加工難易度など

課題の特徴（形状や組立機構の魅力、加工難易度）

3輪タイヤ 形状

運転席 形状

窓 形状
テールランプ 形状

●測定について

　・底R形状を無くすことで、測定できる箇所を増やし採点の幅を広げました。

　・底R形状を無くすことで、測定を行いやすくしています。

●組立寸法について

　・２つのロック機構によって全パーツが固定されるため

　　全選手共通の状態で測定が行えます。

●ゲートについて

　・ゲート設置可能面を各パーツで3面以上確保し

　　新レギュレーションに対応した形状となっています。

●デザイン

　・トライク型のパーソナルモビリティをイメージして作成しました。

　・タイヤやテールランプ形状を設け、モビリティらしさを表現しまた。　　　

　・さらに一人乗り用の座席形状や大きな窓形状をデザインすることで

　　 パーソナルモビリティであると分かりやすい課題になっています。

❸

【組立手順】

【提出組立状態】

❶

❷

トランク 形状

●課題ボリュームとして

　・第62回大会課題（産業用ロボットH）と面の数を同等程度に設定したため加工ボリュームの差はないと考えています。

●課題のレベル

　・直近の過去課題で採用の少なかった円筒形状を追加することで磨きの更なるレベルアップを測ることができると考えます。

　・金型勘合部が多いため寸法精度に関する技能の差が出やすくなるよう設計しました。

製品組付けのため

寸法調整の必要がある

製品組付けのため

寸法調整の必要がある

製品組付けのため

寸法調整の必要がある

製品組付けのため

寸法調整の必要がある

入れ子ピンの精度が悪いと

バリが発生しやすい

形状が小さいため

磨きづらい

肉厚部のため

成形品のヒケ対策が必要

部品①

部品②

部品③

部品④

 【各部品について】




